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今日の研修テーマは、 
○ 人が仲間と学び合う協調的な学習活動の利点、活用の仕方を、 
○ 先生方が｢生徒になって（生徒の視点から）」体験することによって 
○ 人の認知活動の原理原則に立ち戻って「いつ」「どう」使えるかを理解し 
○ 実際に秋から活用できる授業プランを検討する 

ことです。 
 
活動スケジュールは次のとおりです。 

 
（１） 最初にウォーミング･アップ：「協調的な学習」についてグループで話し合います。 
（２） 次いで「ぱっとみて判断する」「覚える」「イメージを膨らませる」などの活動につ

いて、人（個人）の特徴を、ジグソー法で整理します。 
                ジグソー活動がどんなものかについては初めに簡単に説明します． 
（３） 「計算練習」について一人でやるのと２人でやるのとの｢違い｣を検討します。 
ここまでの狙い：＜問題を解くと頭の中で何が起きるか、説明できるようになること＞ 

＊ ここまでの成果は、ライティング･シートを使ってポスターを作ります 

 

（４） 「２人で問題を解く」とはどういうことか、例題を使って、その仕組みを考えます。 
（５） 担当の科目に協調活動を活用する授業案を立案して、全体発表とまとめをします。 
ここまでの狙い：＜授業に、どんな協調活動をどう入れてみたいか提案できること＞  

＊ ここまでの成果は、教科代表が発表し、みんなで討論します          
 

☆☆☆ 今日のキーワード：スキーマ ☆☆☆ 
                

さて、これは何でしょう？一日研修で｢スキーマについて語れる｣ようになるでしょうか？ 
：今、スキーマと聞いて、思いつくことを１分間、書いてみてください 
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                略称で結構です．記録を取らせていただきますのでご記入下さい． 

最初に、ウォーム・アップです。 
 
１． 協調的な活動（複数の人がいっしょに考えたり、問題を解いたりする活動）は、授業や

職場でどんな役割を果たすと思いますか？あなたの考えに近い方に○をつけて下さい。 
  
   （  ）話し合っているうちに、参加している人の考えが一つにまとまってくる 
   （  ）話し合っているうちに、参加している人それぞれの考えがはっきりしてくる 
   （  ）他の考え：                              
                                           
 
２． １でその答えを選んだ理由を書いてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３． 周りの方２，３人でグループを作り、それぞれ選んだ答えと理由を交換してください。

以下の余白は、話し合い中のメモを取るのに使ってください。 
 
 
 
 
 
 
４． グループで話し合った結果、２．に付け加えたいこと、書き直したいことがありました

ら書いてください。 
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エキスパート活動 
担当する課題   （  ）読めるかな？     （  ）暗記にチャレンジ！ 

（  ）図から何が読み取れる？ （  ）「この世にいないと思う人」 
 
担当した課題の読み取りメモ （資料を読んでいるうちに気づいたことをメモして下さい） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
担当した課題からわかることを他人に説明するポイント 
どう説明したら、正確で、かつわかりやすいでしょう？
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何と読めましたか？ 

 

 

 

 

 

気づいたことは？ 

 

 

 

 

 

終わったら、次のページに進んでください。 
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この話のポイントは？
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どこがおもしろい？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
どちらが読みやすいですか？ 理由は？  
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同じような問題を、自分でも作れるでしょうか？  
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図 1 を 20 秒間じっと見てください。  

 

-------20 秒たったら用紙をこの点線で山折にして、上の図を隠してください。 ---------- 

 

ここで図 1 をできるだけ思い出して、名前を書き込んでみてください。  
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今度は図 2 を 20 秒間じっと見てください。  

 
 

-------20 秒たったら用紙をこの点線で山折にして、上の図を隠してください。 ---------- 

 

ここで図 2 をできるだけ思い出して、名前を書き込んでみてください。  
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では、図 1 と図 2 の答え合わせをしてみてください。得点は位置も名前も正しく書けた個数です。  

 
この話のポイントは？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
このような研究もあります（Chase & Simon, 1973）。チェスのプロと初心者を使った実

験で、現実のチェス・ゲーム中の盤面（サッカー問題の図 1 にあたる）を使うと、プロ

が初心者より圧倒的にコマの配置を記憶しているのですが、配置をランダム（サッカー

問題の図 2 にあたる）にしてしまうと、両者の成績があまり変わらない、という結果が

得られたそうです。どうしてこういう結果になるのでしょうか？  
※ 出展＝Chase, W.G., Simon, H,A.(1973) Perception in chess, Cognitive Psychology, 4, 55-81. 
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選んだ理由は何ですか？  

 

 

 

 

 

 

 

理由を書いたら次のページに進んでください。  

テームズ川  

リージェント公園  

カンバーランド 
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テームズ川  

リージェント公園  

カンバーランド 

テームズ川  

リージェント公園  

カンバーランド 
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この話のポイントは？  

 

 

 

 

 

 

似たような例を知っていますか？  
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「こんな人、この世にはいない」と思う、「人」の絵

を描いてみてください。 
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 A    ： （  ）4～6 歳、 （  ）8～10 歳 
 B    ： （  ）4～6 歳、 （  ）8～10 歳 
 C    ： （  ）4～6 歳、 （  ）8～10 歳 
 

どんな基準で分けましたか？ 

 

 

 

 

 

 

4～6 歳の子どもにはできないことで、8～10 歳の子どもにできることは、どんなことだと思いますか？ 
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この話のポイントは？  似たような例を知っていますか？ 
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ジグソー活動 自分の担当内容を他のメンバーと交換します。聞き取りメモに使って下さい。 

話してもらった課題：                   担当は      先生        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

話してもらった課題：                   担当は      先生                                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

話してもらった課題：                   担当は      先生                                
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スキーマとは何か 
私たちの知覚や記憶――ものを見てそれが何かを判断したり、体験したこと

を覚えたりすること――は、私たちが知っていることや考えることと密接に関

連している。普通私たちは、簡単な線画を見せられた時、線の形状がどうなっ

ているかを正確に｢見て取｣るのではなく、線が全体として自分の知っているも

のと同じかどうかを判断して「名前をつける。」同じものがない時には、似たも

のの名前を借りてきて、｢何々みたい｣と表現する。覚えておこうとする時にも、

実際の対象ではなく、｢名前｣を頼りに覚えていることが多い。  
 この｢名前をつける｣ための知識がどんな特徴を持って

いるのか、右の絵を例に考えてみよう。この絵を見せる

と、多くの人が｢顔｣だという。これは、よく考えてみる

と不思議なことである。｢顔｣という知識が実在する顔の

膨大なコレクションのようなものだとすると、右の絵は

顔には見えないだろう。絵の中のりんごやバナナを取り

出してきて仔細に眺めてみても、私たちがよく知ってい

る顔の部品には到底見えない。手がかりがあるとすると、それは、この絵を成り

立たせている部品同士の関係、部品の構造である。｢目｣｢鼻｣｢口｣があるべき位置

に、そう思ってみれば｢目｣や｢鼻｣や｢口｣に形が似ていなくもないモノが、それぞ

れを｢目｣｢鼻｣｢口｣として成り立たせる位置関係に置かれている。そのことだけが、

右の絵を｢顔｣に見せていて、これが｢顔｣に見える人はみんなこの部品らしさや部

品間の関係構造を知識として持っている、ということらしい。  
右の絵が顔に見えるということは、私たちが、たくさんの顔をみた経験を抽象

化して、｢一般に顔ってこんなもの｣とまとめた関係構造を知識として持っている

と考えた方がよい。いわば部品の間の関係構造そのものについての知識である。

このような知識のことを、実物そのものについての知識とは区別して、スキーマ

(図式 )と呼ぶ。 

バートレットという学者は、人の知識がスキーマとして働くことを実証しよ

うと、たくさんの研究をした。ある図を見せて覚えたものを描かせて、次の人

には前の人が描いた絵を見せて覚えたものを描かせてどんどん次の人に伝え

てゆく、という描画による伝言ゲームをやらせたところ、エジプトの有名な“ふ

くろう”の図は、１０人以上の絵を経て“ねこ”になってしまったという。途

中で前の人の描いた絵に｢名前｣を付けた人の絵は、その名前に近い絵になる傾

向がある。はっきり名前がつけられない細部は加工されたり変形されたりして

「わかりやすく」なる。随分乱暴な話にも聞こえるが、実際私たちの知識が見

聞きしたことや体験したことに縛られず、似たようなものとして経験されたこ

との相対として、部品とその関係構造という抽象的な形で記憶されているから

こそ、私たちは、これまで見たこともない問題を解いたり、関係構造そのもの

を解体統合して、これまで誰も見たことのないものを作り出したりすることが

できる。 
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皆さんが互いに説明した４つの材料は、それぞれ｢スキーマ｣の性質や使われ方に関係があります。 
４つの資料を４枚の付箋に書き出して適切な位置に貼り、資料とスキーマの関係を線で示して、それぞれどんな関係か線の上に書いてください。 
 
 

スキーマ 
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２回目のエキスパート活動 
担当する課題   （  ）曜日計算     （  ）水がめ問題 
 
担当した課題の読み取りメモ （資料を読んでいるうちに気づいたことをメモして下さい） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
担当した課題からわかることを他人に説明するポイント  
どう説明したら、正確で、かつわかりやすいでしょう？
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例題の解き方を参考にして、下記の 1～10 の問題を解いてください。  

例題 

 
問題 

問題 

 

汲みたい水の量 A で汲める水の量 B で汲める水の量 C で汲める水の量 答 

1 100 21 127 3  

2 99 14 163 25  

3 5 18 43 10  

4 21 9 42 6  

5 31 20 59 4  

6 20 23 49 3  

7 18 15 39 3  

8 25 28 76 3  

9 22 18 48 4  

10 

 

6 14 36 8  

つまり ABC の式で解くと       
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計算用紙などに使ってください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解いている途中で気づいたことがあったら書いてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必ず 10 問すべて解いてから、次のページに進んでください。  
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先ほど解いた問題の順に回答を示すと次のようになります。  

回答（省エネ版） 

問題 

 

汲みたい水の量 A で汲める水の量 B で汲める水の量 C で汲める水の量 答 

1 100 21 127 3 B-A-2C 

2 99 14 163 25 B-A-2C 

3 5 18 43 10 B-A-2C 

4 21 9 42 6 B-A-2C 

5 31 20 59 4 B-A-2C 

6 20 23 49 3 A-C 

7 18 15 39 3 A+C 

8 25 28 76 3 A-C 

9 22 18 48 4 A+C 

10 

 

6 14 36 8 A-C 
 
人が一人でこのような似た問題を繰り返し解く練習をすると、多くの場合、できるだけ同じ解き方、この

場合（B-A-2C）という方法で解こうとするようになるそうです。そのため、6、7 問目でもっと簡単なやり

方で解けるのに、そのことに気付く人は少数です。 8 問目は「解けない！」という人も出てきます。別の

方法に気付いても 10 問目でまた（B-A-2C）の方法に戻ってしまう人がたくさんいるそうです。  
Luchins,A.S.(1942)  Mech anization in p ro blem so lving: Th e ef fect of  “Einstellung”,  Psycholog ical Monographs 54(whole  issue)  
 
この話のポイントは？  

 

 

 

 

 

もう一度見直してみましょう。 
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答えが書けた人は、自分がどうやって解いたか下の欄に書いてください。なるべく詳しく、

順を追って説明してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答えと説明を書き終えたら、次のページに進んでください。 
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きちんと書いてみるとこんなに手順があって 

 
 

こんなにたくさん、知っていることを使っています！ 
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今解いた問題を参考にしながら、次の問題を全問解いてください。速く、正確に解くのに、

何かいい方法はないでしょうか？ 

 
 

答えは合っていますか？実際に解いている内に気づいたことがありますか？ 3 点くらい挙げてくだ

さい。
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例えば、たくさん速く、正確に解く練習をすると、こんな 

 
ができます。皆さんもできたでしょうか？これで答えが出ることを確かめてください。 

 

 

 

 

＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－ 

 

さて、下の問題の答えは何でしょう？ 
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m+b=? は、どうやって解きましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
m+b=?を解くのに、「先ほどの公式を使った」という人がいました。その人はどうやって解

いたのでしょう？ 
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この話のポイントは？ 
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ジグソー活動 自分の担当内容を他のメンバーと交換します。聞き取りメモに使って下さい。 
話してもらった課題：                   担当は      先生        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
話してもらった課題：                   担当は      先生 
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人が似たような計算をたくさん練習すると、そこで見つけた（身に付けた）経験則が、新し

い（でも似たような）問題にも使える｢一般的で抽象的な知識｣に変わっていきます。こうい

う｢似たようなもの一般にあてはまる抽象的な知識｣の構造を｢スキーマ｣と呼びます。 
 
（１） さて、スキーマがそういうものだとして、今やった｢計算練習課題｣の結果から考えて、

スキーマの功罪(利点と困った点)は、それぞれどんなことでしょう？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２） 「練習によって経験則がスキーマ化する」のは、個人の認知過程の特徴です。計算練

習などを友だちと時々話し合ったりしながら一緒に、つまり協調的にやることには、

何かメリットがあるでしょうか？あるとしたら、どんなことでしょうか？ 
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これまでのところをまとめて｢スキーマの功罪と協調活動の意義」が一目でわかるポスター

を、15 分で作ります。ライティング･シートを使います。このワークノートは、何をどうま

とめるか、下書きに使って下さい。 
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一休みアンケート（午後の開始時に集めさせてください）。 
 
ここまでの活動について伺います。 
（１） 課題の意味は、わかりやすかったでしょうか？当てはまるところに○を付けて下さい。 
 
     

とても    かなり     少し   どちらでもない  少し     かなり    とても 
難しかった  難しかった   難しかった         易しかった  易しかった  易しかった 

 
 課題についてのコメントをどうぞ。他の人から聞いた課題でも結構です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２） エキスパート活動で話し合ったことのうち、あなた自身がおもしろかったのはどんな

ことですか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３） ジグソー活動で話し合ったことのうち、あなた自身がおもしろかったのはどんなこと

ですか？ 
 
 

      

ありがとうございました。午後もどうぞよろしく。 



開智高等学校 職員研修 2009 年８月 31 日 8:50-16:00 

東京大学 大学発教育支援コンソーシアム  

                      氏名：             

18 

 
 

折り紙課題をやってみて  
（１） １回目、あなたはどんな解き方をしましたか？  
 
 
 
 
 
 
 
（２） ２回目は、どんな解き方をしましたか？  
 
 
 
 
 
 
 
（３） 周りの人のやっていることで、気になったこと、ヒントになったこと

がありましたか？  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４） さて、今と同じ課題を、２二人ペアにしてやってもらったら、１回目、

２回目それぞれどんな解き方をすると思いますか？  
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実験してみたら、こういう結果になりました。左が１人の時、右が２人の時で、

それぞれのグラフでは、左が１回目、右が２回目です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
この結果からどういうことが言えるでしょう？  
 
 
 
 
 
 
実際２人が＜１回目の＞問題を解いているところのビデオをお見せします。ど

うして２回目に解き方が変わるのか、気づいたことをメモして下さい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
解説メモ、コメント  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一人でやると（ソロ条件）

1

4

14

11

0

5

10

15

３/４の２/３ ２/３の３/４

非計算

計算

二人でやると（ペア条件）

2

11

13

4

0

5

10

15

３/４の２/３ ２/３の３/４

非計算

計算
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ここまでのまとめとして、  
○ 問題を２人以上で解くことの利点は何か、  
○ その仕組みから考えて授業中どういう時に学び合うといいはずか  
○ その時、どんな形の学び合いがい良いはずか  

を、みんなにわかりやすい  
一言スローガン 

にまとめて共有したいと思います。ライティング･シートに皆さんのグループ

が考えた一言スローガンを、大事なところが目立つように書いてください。  
この紙は、案を出す時のメモに使って下さい。  
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〔 授 業 案 〕         
 授業の流れ・展開の大筋を書いてください。その際、「学び合い学習 (協調学習 )」を必

ず取り入れてください。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔「学び合い学習(協調学習)」の指導ポイント、内容等〕  
 
 
 
 
 
 
 

〔講 評〕  
 
 
 
 
 

 

教科      氏名：             
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授業案 講評会： 教科名、発表者を書いて、コメントを書いてください。  
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今日は長時間、ほんとうにご苦労様でした。以下の問いにお答え下さい。 
（１） 今日やってみて、協調的な活動は学習場面でどんな役割を果たせそうか、気付かれた

ことを書いてください。 
 
 
 
 
 
（２） 協調的な活動は、授業の中でどんな役割を果たすと思いますか？あなたの考えに近い

方に○をつけて下さい。 
  
   （  ）話し合っているうちに、参加している人の考えがひとつにまとまってくる 
   （  ）話し合っているうちに、参加している人それぞれの考えがはっきりしてくる 
   （  ）他の考え：                              
                                           
 
（３） ２の答えを選んだ理由を書いてください。 
 
 
 
 
 
 
 
（４） 今、｢スキーマとはなんですか？｣と聞かれたら、なんと答えますか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５） ワークショップで気付かれたこと、ご批判、またこれからのワークショップで取り上

げてほしいテーマなど、ご意見を聞かせて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


